
⽇時

会場

2023年6⽉11⽇（⽇）14︓00〜15︓30

現在、世界的にSDGｓが注目されている。今回の講演では、環境経営を取り巻く状況、サステナビ
リティ開示の国際的動向、現在のわが国におけるサステナビリティ開示基準の開発状況についての報
告と、この新しく投げかけられた課題に対して、果たして日本企業はどのように対応しているかの現
状分析などがテーマとなる。本テーマは、今後、日本企業がグローバルに活動していく中で避けて通
ることができない課題であり、多くの参加者を募りたい。

申込⽅法︓経営関連学会協議会 ウェブサイト（http://www.jfmra.org/）に掲
載される「参加申込みフォーマット」から⼿続き願います。 申込締め切り 6⽉6⽇(⽕）

J a p a n  F e d e r a t i o n  o f  M a n a g e m e n t  R e l a t e d  A c a d e m i e s

経営関連学会協議会 主催 第18回公開講演会

無料テーマ
「サステナビリティ開⽰︓

企業に求められる新たな基準」

明治⼤学リバティタワー 1階 1011教室
最寄り駅︓JR御茶ノ⽔駅、 東京メトロ 新御茶の⽔駅または神保町駅
（Zoomを併⽤したハイフレックス開催）

◆経営関連学会協議会 構成学会（2022年9 ⽉現在、経営・会計・商学・情報分野の55学会が加盟しています。）

本協議会事務局 〒112-0001東京都⽂京区⽩⼭4－37－30 株式会社UNIPH内 Email︓info@jfmra.org
本協議会は、電⼦版英⽂ジャーナル JJM（Journal of Japanese Management)（ISSN:2189-9592）を発刊しています。
各加盟構成学会の正会員およびそれに準ずる会員は、投稿できます。投稿要領などは本協議会ウェブサイトをご覧ください。
＊ 各学会事務局におかれましては、本案内を学会会員の皆様に告知・広報して頂けますと幸いです

アジア経営学会
異⽂化経営学会
経営学史学会
経営⾏動科学学会
経営⾏動研究学会
経営情報学会
経営戦略学会
⼯業経営研究学会
国際会計研究学会
国際公会計学会

システム監査学会
実践経営学会
税務会計研究学会
中⼩企業会計学会
ドラッカー学会
⽇仏経営学会
⽇本会計研究学会
⽇本管理会計学会
⽇本企業経営学会
⽇本経営会計学会

⽇本経営学会
⽇本経営⼯学会
⽇本経営システム学会
⽇本経営診断学会
⽇本経営実務研究学会
⽇本経営数学会
⽇本経営倫理学会
⽇本原価計算研究学会
⽇本産業経済学会
⽇本財務管理学会

⽇本社会関連会計学会
⽇本商学研究学会
⽇本商業学会
⽇本消費経済学会
⽇本消費者教育学会
⽇本情報経営学会
⽇本⽣産管理学会
⽇本創造学会
⽇本地⽅⾃治研究学会

⽇本ナレッジ・マネジメント学会
⽇本⽐較経営学会
⽇本ビジネス実務学会
⽇本ビジネス・マネジメント学会
⽇本物流学会
⽇本保険学会
⽇本ホスピタリティ・マネジメント学会
⽇本マネジメント学会
⽇本リスクマネジメント学会

⽇本労務学会
⾮営利法⼈研究学会
標準化研究学会
ファミリー・ビジネス学会
包括球学術集会
ランチェスター戦略学会
労務理論学会
（50⾳順）

プログラム

・14：00～15：00
講 演： 阪 智香 氏 （ 関西学院大学商学部教授 ）

・ 15：00～15：30
会場参加者との質疑応答

司 会： 鈴木 一水 氏
（ 本協議会理事・神戸大学社会システムイノベーションセンター教授 ）

講師紹介： 阪 智香氏は会計学者。 関西学院大学博士課程修了(商学博士)。

1998年関西学院大学商学部専任講師、2008年より現職。
現在、財務会計基準機構サステナビリティ基準委員会（SSBJ）委員、大阪府環境審議会委員、大

阪市環境審議会委員を務める。
著書に『環境会計論』（2001年、東京経済情報出版）などがある。


